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[1] an → a (n → ∞), bn → b (n → ∞)とする．
(1) can → ca (n → ∞)を示せ．ただし c ∈ Rは定数とする．

(2)
an

bn

→ a

b
(n → ∞)を示せ．ただし bn 6= 0, b 6= 0とする．

[2] 数列 {an}∞n=1は a ∈ Rに収束するとする．
(1) {an}∞n=1の任意の部分列{ank

}∞k=1はaに収束することを示せ．ただし，{ank
}∞k=1

が {an}∞n=1の部分列であるとは，以下の条件が満たされることをいう：

（条件）正の整数の列 n1, n2, · · · は狭義単調増加列である．

(2) 条件をゆるめて，次のルールで {an}∞n=1から “部分列”{amj
}∞j=1を作る：

• mj 6< mj+1でも良い（狭義単調増加列でなくても良い）．
• ただし，mjたちは全て異なる数である（重複はしない）．
このとき，数列 {amj

}∞j=1は収束するか？そうであれば証明し，そうでなければ反
例を挙げよ．

[3] 次を示せ．

lim
n→∞

1

n

(
n∑

k=1

k
√

k

)
= 1.

[4] 次の集合の最大値，最小値，上限，下限を調べよ．ただしZ>0は正の整数全体
の集合を表す．

(1)

{
1

n

∣∣∣∣n ∈ Z>0

}
(2)

{
1

m
− 1

n

∣∣∣∣m,n ∈ Z>0

}

◦ 発展問題
xを実数とするとき，次の等式を示せ．

lim
n→∞

(
lim

m→∞

(
cos(n!πx)

)2m
)

=

{
1 xは有理数
0 xは無理数

また，極限を取る順序を入れ替えて

lim
m→∞

(
lim

n→∞

(
cos(n!πx)

)2m
)

とした場合はどうなるか考えてみよ．
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